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る｣と高田さんは等つ｡

こうした背景を彪まえ､国の開蓋の邦貨では､既存の施殻の活用とともに､新地椴の建取を明紀する｡とりまとめる蔑1郎･感染研ウイルス第1部長は｢今回は新鹿股の地域や数までは雷及しないが､施吸の必要性について纏

宮したい｣と陪している｡

rおもは病原体のBSL分沖

【レベル41

ラッサウイルス､エボラウイルス､
マ-ルプルグウイルス､天然艮ウ

イルス
亡レベル3⊃
ペスト菌､
譲起首､括核菌､Sills

コロナウイルス､インフルエン
ザ

Aウイルス(H5.
TJl､H71Ti7

のうち強薄型)

【レベル2】
腸管出血性大脇菌(0157)､赤
痢菌､コレラ菌､インフルエンザ

Aウイルス(tl5Nl､H7N7

のうち弱薄型､H2N2)､
E]茶

脳炎ウイルス
⊂レベル1】

ワクチン珠(天然痘を除く)

武蔵村山市にあるレベル4施設.病原
体は外に漏れないよう専用の機器に入
れて扱う-国正感染症研究所提供


